
～地域と協働して官民一丸となったまちづくり～

施工場所：喜多方市字一丁目～三丁目地内

１．はじめに

福島県喜多方建設事務所道路課

技師 村上純一

「ふれあい通り」（県道喜多方会津坂下線）の整備について

２．経緯

様式２

「ふれあい通り」は、主要地方道喜多方会津坂下線のうち、喜多方市中心市街
地の約900m区間の愛称であり、「蔵のまち喜多方」と呼ばれるように、大小100
余りの蔵が立ち並ぶ商業・観光の中心地となっている
喜多方建設事務所では、H20から電線共同溝、歩車道無散水消雪及び蔵庭

（ポケットパーク）の整備を進めている

●

・アーケードの老朽化
・電柱の乱立
・（降雪時）自動車による
水跳ねの多発

地域住民の間でも
まちづくりの気運が

高まっていた

H17～ ワークショップ、勉強会等の開催
（県、市、地域）

整備前

地域住民と一緒に
まち歩きを行い、
良い点・悪い点を把握し
まちづくりコンセプトを検討

H18～H19
「ふれあい通り整備計画」策定

県、市、地域がそれぞれ主体となる取組、協働する
取組、支援・協力する取組を明記

・アーケードの撤去
・ファサード（建物正面）の整備
・景観協定の締結

・電線共同溝の整備
・無散水消雪施設の
整備

・「蔵庭」の整備

・よこみち、うらみち
の整備

・観光案内施設
との連携

地域

県市

それぞれの取組が有機的に結びつき、相乗効果を発揮!!



５．お わ り に

３．県の取り組み

整備後(H29)

４．ふれあい通りの利活用

様々な地元イベントで活用される「ふれあい通り」

おもてなしの心を実現するための事務所内プロジェクト「地道にやってくべぇ～」の一環として当事務所もイベントに参加

①喜多方レトロ横丁（７月中旬）

七夕飾り スイカ配布 仮装行列

・「昭和のロマン」をテーマとした喜多方の一大風物詩のお祭りとして定着

・当事務所もイベントに参加（七夕飾り、展示ブース設置、仮装行列）

②庄助おどり（８月中旬）

・民謡「会津磐梯山」に合わせて流し踊りをするイベント

・当事務所も踊り手として参加

盆踊りの様子
「蔵庭」でちょっと休憩

・地域住民の協力の下、県では現在も電線共同溝、歩車道無散水消雪の整備中（Ｈ30完了予定）
・今後も蔵庭の整備や、イベントへの参加を通じて官民協働のまちづくりを進めていきます！！

蔵庭


